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■ZEH-M 仕様検討支援ツールによる検討内容 

① 断熱性能（UA値）強化仕様の検討 

「ZEH-M 仕様検討支援ツール」では、

床、壁、開口部や天井に対して、住宅性

能表示制度の断熱等性能等級4からの強

化すべき断熱仕様が検討できます。 

② 省エネ性能（BEI値）を満足する設備仕様の検討 

「ZEH-M 仕様検討支援ツール」では、給湯設備、冷暖房設備、照明設備などにおいて、高効率の

設備を組み合わせてご提案が可能です。プロジェクト毎の事業方針に沿った設備の選定が可能と

なります。 

③ ①・②の検討結果に基づき、タイムリーに概算コストの算出が可能 

■ご参考：ZEH-M Oriented性能基準 

ZEH-M Oriented の性能基準は、断熱性能を示す強化外皮基準（UA値）※1を満たした上で、再生可能エ

ネルギー等を除き、基準一次エネルギー消費量※2からの削減率（BEI値）が20％以上となる仕様。 

※1…住宅全体から熱の逃げやすさを表した指標で、値が小さい程、断熱性能が高い。首都圏では0.6以下。 

※2…冷暖房、換気、照明、給湯のエネルギー消費量 
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一般のマンション ZEH-M Oriented

断熱仕様適用箇所イメージ
ZEH-M Oriented 基準適用時の断熱性能・省エネ性能
イメージ


